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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 当初の目的である３つの解析、①遊走する細胞の前後軸決定機構、②神経細胞の極性形成機構、③極

性形成のシグナリングにおいて、個々に見ると進展度合いに差が生じている。例えば、研究代表者らが

以前から実績を挙げている部分は結果が得られているが、新しい研究手法を試みている部分には若干の

遅れが生じている。しかし、問題点が明示されており、今後克服されていく可能性が高い。極性制御の

要素についてのネットワークを明らかにするという目的に向けて順調に進展しているので、今後の研究

の大きな展開を期待したい。 


